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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）（メタ）アクリル酸エステル７０～９９．９重量％および官能基モノマー３０～
０．１重量％〔ただし、（メタ）アクリル酸エステル＋官能基モノマー＝１００重量％〕
を乳化重合して得られ、平均粒径が７５～２５０ｎｍ、ガラス転移点が－７０℃～－１０
℃であるアクリル系共重合体エマルジョン１００重量部（固形分換算）に対し、（Ｂ）軟
化温度が１４０～２００℃のロジン系粘着付与樹脂１～５０重量部を含有した発泡体用水
性エマルジョン型粘着剤。
【請求項２】
　上記（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの平均粒径が９０～２００ｎｍである請求
項１記載の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤。
【請求項３】
　上記（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの共重合体のガラス転移点（Ｔｇ）が－７
０℃～－３０℃である請求項１または２記載の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤。
【請求項４】
　上記（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂の軟化温度が１４０～１８０℃である請求項１～３い
ずれか１項に記載の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤。
【請求項５】
　上記（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの乳化重合において、ポリオキシエチレン
ノニルフェニルエーテル、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、およびドデシルトリ
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メチルアンモニウムクロライドからなる群から選ばれる少なくとも１種の乳化剤を用いる
請求項１～４いずれか１項に記載の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤。
【請求項６】
　発泡体がポリウレタンフォーム、ポリエチレンフォームである請求項１～５いずれか１
項に記載の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、発泡体用水性エマルジョン型粘着剤に関し、さらに詳細には、発泡体加工品に
使用される粘着剤で、接着性に乏しいポリエチレン樹脂やポリプロピレン樹脂などのポリ
オレフィン系樹脂への接着性に優れ、かつ高温、高湿雰囲気下で高軟化点を発現する発泡
体用水性エマルジョン型粘着剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、発泡体加工品に使用される粘着剤は、有機溶剤型粘着剤を使用している。これに対
し、大気汚染、現場作業環境の改善、火災の危険性などの観点から、発泡体用水性エマル
ジョン型粘着剤の開発が検討されているが、有機溶剤型粘着剤の代替品として、タック、
軟化点、曲面保持力などの粘着特性のバランスを満足する発泡体用水性エマルジョン型粘
着剤は開発されていない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記従来の技術的課題を背景になされたもので、有機溶剤型粘着剤の代替品を
水性エマルジョン型粘着剤で提供し、難接着性材料であるポリオレフィン系樹脂に対する
接着性に優れるとともに、タック、軟化点、曲面保持力のバランスに優れ、かつ高温、高
湿雰囲気下における接着保持力に優れた発泡体用水性エマルジョン型粘着剤を提供するこ
とを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、（Ａ）（メタ）アクリル酸エステル７０～９９．９重量％および官能基モノ
マー３０～０．１重量％〔ただし、（メタ）アクリル酸エステル＋官能基モノマー＝１０
０重量％〕を乳化重合して得られ、平均粒径が７５～２５０ｎｍ、ガラス転移点が－７０
℃～－１０℃であるアクリル系共重合体エマルジョン１００重量部（固形分換算）に対し
、（Ｂ）軟化温度が１４０～２００℃のロジン系粘着付与樹脂１～５０重量部を含有した
発泡体用水性エマルジョン型粘着剤を提供するものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
本発明に用いられる（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンは、（メタ）アクリル酸エス
テルを主成分とし、これに官能基モノマーを共重合して得られる樹脂エマルジョンである
。
このうち、（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの主成分となる（メタ）アクリル酸エ
ステルとしては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、ｉ－プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（
メタ）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリ
レート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、
ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メ
タ）アクリレートなどが挙げられる。好ましくは、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレートである。上記（メタ）アクリル酸エステルは、１種単独で使用することも、
あるいは２種以上を混合して用いることもできる。
（メタ）アクリル酸エステルの使用量は、（Ａ）成分中に７０～９９．９重量％、好まし
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くは７５～９８重量％である。７０重量％未満では、タックと軟化点、曲面保持力のバラ
ンスが損なわれ、一方、９９．９重量％を超えると、水性エマルジョンの貯蔵安定性、機
械的安定性が損なわれる。
【０００６】
また、（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンに用いられる官能基モノマーは、例えばア
ミド基、ヒドロキシル基、カルボキシル基、酸無水物基、エポキシ基、オキサゾリン基、
マレイミド基、エーテル基などを有するモノマーである。
このうち、アミド基を有するモノマーとしては、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロー
ルアクリルアミドなどが挙げられる。
ヒドロキシル基を有するモノマーとしては、ヒドロキシスチレン、３－ヒドロキシ－１－
プロペン、４－ヒドロキシ－１－ブテン、シス－４－ヒドロキシ－２－ブテン、トランス
－４－ヒドロキシ－２－ブテン、３－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロペン、２－ヒド
ロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレートなどが挙げられる。
【０００７】
カルボキシル基を有するモノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、フ
マル酸、シトラコン酸などが挙げられる。
酸無水物基を有するモノマーとしては、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無水シトラコ
ン酸などが挙げられる。
エポキシ基を有するモノマーとしては、グリシジルメタクリレート、アリルグリシジルエ
ーテルなどが挙げられる
オキサゾリン基を有するモノマーとしては、ビニルオキサゾリンなどが挙げられる。
マレイミド基を有するモノマーとしては、マレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－ブ
チルマレイミド、Ｎ－（ｐ－メチルフェニル）マレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミ
ドなどのα，β－不飽和ジカルボン酸のマレイミド系化合物が挙げられる。
エーテル基を有するモノマーとしては、下記の一般式で表されるモノマーが用いられる。
ＣＨ2 ＝ＣＨ－ＣＯＯ－（ＣＨ2 Ｏ）ｎ－ＯＨ
（式中、ｎは１～１０の整数を示す。）
【０００８】
その他の官能基を有するモノマーとしては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレンジ（メタ）
アクリレートなどの（ポリ）アルキレングリコールジ（メタ）アクリレート化合物、２，
２′－ビス〔４－（メタ）アクリロキシ－プロピロキシフェニル〕プロパン、２，２′－
ビス〔４－（メタ）アクリロキシ－ジエトキシフェニル〕プロパンなどのフェニル基含有
ジ（メタ）アクリレート化合物、グリセリントリ（メタ）アクリレート、トリメチロール
プロパン（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、テト
ラメチロールメタントリ（メタ）アクリレートなどのトリ（メタ）アクリレート化合物、
ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタンテトラ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートなどのテトラ
（メタ）アクリレート、メチレンビス（メタ）アクリルアミド、エチレンビス（メタ）ア
クリルアミド、トリメチレンビス（メタ）アクリルアミド、テトラメチレンビス（メタ）
アクリルアミド、ヘキサメチレンビス（メタ）アクリルアミドなどの（メタ）アクリルア
ミド化合物、ジビニルベンゼン、トリビニルベンゼン、ジイソプロピニルベンゼンなどの
ポリビニル芳香族化合物などが挙げられる。
【０００９】
好ましくは、カルボキシル基を有する（メタ）アクリル酸、イタコン酸、アミド基を有す
る（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール－アクリルアミド、ヒドロキシル基を有する
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、エポキシ基を有するグリシジルメタクリレ
ート、その他の官能基を有するモノマーとして、（ポリ）アルキレングリコールジ（メタ
）アクリレート化合物のエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコ
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ールジ（メタ）アクリレートなどである。
以上の官能基を有するモノマーは、１種単独で使用することも、あるいは２種以上を混合
して用いることもできる。
【００１０】
官能基モノマーの使用量は、（Ａ）成分中に３０～０．１重量％、好ましくは１０～０．
３重量％である。３０重量％を超えると、粘着性が低下し粘着特性のバランスが損なわれ
、一方、０．１重量％未満では、粘着剤の軟化点、曲面保持力が低下し、高温、高湿雰囲
気下における接着保持力が劣る。
【００１１】
本発明に用いられる（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンは、上記（メタ）アクリル酸
エステルと官能基モノマーを乳化重合して得られるが、必要に応じて、酢酸ビニル、（メ
タ）アクリロニトリル、塩化ビニル、スチレンなどの他のモノマーを共重合成分として使
用することができる。
【００１２】
（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの乳化重合の方法および条件は、特に制限されず
、従来公知の方法および条件を採用することができる。例えば、ポリオキシエチレンノニ
ルフェニルエーテル、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルトリメチルアン
モニウムクロライドなどのノニオン系、アニオン系、あるいはカチオン系乳化剤、過硫酸
塩、アゾビスイソブチロニトリル、過酸化物などの重合開始剤、ブチルメルカプタン、ド
デシルメルカプタン、イソプロピルアルコール、メタノール、四塩化炭素などの分子量調
整剤、さらに必要に応じて、消泡剤、増粘剤、防腐剤などの添加剤とともに、水系媒体中
に乳化分散させて、一般には不活性雰囲気中で共重合させる。
【００１３】
乳化重合時のモノマー混合物の添加方法としては、例えばモノマー混合物をそのままで、
あるいはあらかじめ水系媒体中に乳化剤とともに乳化分散したプレエマルジョンとして、
一括添加するか、またはモノマー混合物あるいはプレエマルジョンの一部もしくは全量を
連続的もしくは間欠的に添加する方法などを用いることができる。また、あらかじめ、モ
ノマー混合物の一部から製造した共重合体エマルジョンをシードにしたシード乳化重合法
を採用することができる。
【００１４】
なお、上記乳化重合条件は、例えば全単量体成分１００重量部に対し、水１００～９００
重量部を使用し、乳化剤、重合開始剤、さらに必要に応じて、分子量調整剤、キレート化
剤、電解質、ｐＨ調整剤などを適量使用して、一般に、１０～９０℃、好ましくは４０～
８０℃の重合温度で、通常、３～１５時間重合される。
【００１５】
（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの平均粒径は、７５～２５０ｎｍ、好ましくは９
０～２００ｎｍである。平均粒径が７５ｎｍ未満では、エマルジョンの粘度が高くなりす
ぎ、粘着剤としてのロール塗工性がく、一方、２５０ｎｍを超えると、粘着剤の耐水性が
低下し、また被着体に対する粘着力が低下する。
なお、この共重合体エマルジョンの平均粒径は、電子顕微鏡や動的光散乱法により、公知
の方法で求めることができる。
また、この平均粒径は、例えば乳化剤の量と重合温度で調整することができる。
【００１６】
（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンは、この共重合体のガラス転移点（Ｔｇ）が、－
７０℃～－１０℃、好ましくは－７０℃～－３０℃である。ガラス転移点が－７０℃未満
では、粘着剤の軟化点、曲面保持力が低下し、高温、高湿雰囲気下における接着保持力が
低下する。一方、－１０℃を超えると、被着体に対する粘着力が低下する。
なお、上記ガラス転移点は、（メタ）アクリル酸エステル、官能基モノマーの種類、量な
どにより、容易に調整することができる。
【００１７】
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ここで、（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンのガラス転移点は、理学電気（株）製の
示差走査熱量分析計（ＤＳＣ）を用い、次の条件で測定した値である。
▲１▼（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンエマルジョンの約５ｇ（固形分換算）を、
ガラス板に薄く引き伸ばし、２５℃で７日間乾燥させ、ポリマーフィルムを得る。
▲２▼得られた乾燥フィルムのガラス転移点を測定する。

【００１８】
なお、本発明において、（Ａ）アクリル系共重合体エマルジョンの固形分濃度は、通常、
４５～６０重量％、好ましくは４８～５５重量％である。
【００１９】
本発明の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤は、上記（Ａ）アクリル系共重合体エマルジ
ョンに、（Ｂ）軟化温度１００℃以上のロジン系粘着付与樹脂を配合することによって製
造される。
ここで、（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂は、水系乳化分散の状態で配合することができる。
本発明の用いられる（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂は、ロジンまたはロジン誘導体を、水添
、不均化、重合などの変性手段で安定化し、これをグリセリンやペンタエリスリトールな
どの各種ポリアルコールでエステル化して得られる樹脂である。
【００２０】
　（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂の軟化温度は、１４０～２００℃、好ましくは１４０～１
８０℃である。軟化温度が１４０℃未満であると、粘着付与樹脂の軟化点、凝集力が向上
せず、高温時の接着保持力が維持できない。一方、軟化温度が２００℃を超えるものは、
現在のところ、エステル化反応時に粘度が上昇し、作製できない。
　（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂は、１種単独で使用することも、あるいは２種以上を混合
して用いることもできる。
　なお、以上の（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂のほかに、必要に応じて、テルペン樹脂系、
石油樹脂系、クマロン・インデン樹脂などを配合することもできる。
【００２１】
なお、（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂の軟化温度は、ＪＩＳ　Ｋ５９０３に準じた環球法を
用いて測定する。すなわち、（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂を蒸発皿の中で、なるべく低温
で溶解させ、あらかじめ適温に加熱したリングの中に満たし、放冷後、少し加熱した小刀
でリングの上端を含む平面から盛り上がった部分を切り取る。次に、上記粘着付与樹脂を
詰め込んだリングを、支持器の所定の孔にはめ込み、ガラス容器（径８５ｍｍ、高さ１２
７ｍｍ以上）に入れる。ガラス容器中の熱媒体であるグリセリンの液温は、所定の軟化点
より、４５℃以上低くならないように１５分保つ。次に、リングの中の上記粘着付与樹脂
の中央に鋼球を載せ、支持器の上の定位置に置く。リングの上端より、グリセリン液まで
の距離を５０ｍｍ以上に保ちながら加熱する。加熱が始まって所定の軟化点よりも４５℃
前より、１分間につき５．０±０．５℃で昇温させ、粘着付与樹脂が軟化して底板に接触
したときの温度を軟化温度とする。
【００２２】
（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂の配合量は、（Ｂ）アクリル系共重合体エマルジョン１００
重量部（固形分換算）に対し、１～５０重量部、好ましくは３～４０重量部、さらに好ま
しくは５～３０重量部である。配合量が、１重量部未満では、ポリオレフィン系樹脂の被
着体に貼付した場合、その被着体との接着性が悪い。一方、５０重量部を超えると、タッ
クと軟化点、曲面保持力のバランスが損なわれ、満足する性能が得られず好ましくない。
（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂をこの範囲で配合することにより、得られる粘着剤は、タッ
クと軟化点、曲面保持力などの粘着特性のバランスが優れ、ポリオレフィン系樹脂の被着



(6) JP 4225388 B2 2009.2.18

10

20

30

40

50

体に対する接着性が向上し、かつ高温、高湿雰囲気下での接着保持力が向上する。
【００２３】
本発明の水性エマルジョン型粘着剤は、必要に応じて、一般の水性粘着剤に使用される種
々の添加剤、例えば消泡剤、湿潤剤、アルカリ性化合物、着色顔料、増粘剤、可塑剤、酸
化防止剤、紫外線吸収剤、防腐剤などを配合することができる。
なお、本発明の水性エマルジョン型粘着剤は、固形分濃度が、通常、４３～５８重量％、
好ましくは４５～５５重量％、粘度が、通常、１５，０００～５０，０００ｍＰａ・ｓ、
好ましくは１３，０００～４５，０００ｍＰａ・ｓに調整される。
【００２４】
本発明の水性エマルジョン型粘着剤の適用対象となる被着体（発泡体）としては、特に制
限はなく任意のものが用いられる。このような発泡体としては、例えばポリウレタンフォ
ーム、ポリスチレンフォーム、ＡＢＳ樹脂フォーム、ポリエチレンフォーム、ポリプロピ
レンフォーム、ＥＤＭＡフォーム、クロロプレンフォーム、塩化ビニル系樹脂フォーム、
フェノール樹脂フォーム、アクリル樹脂フォーム、天然ゴムラテックス系フォーム、ＳＢ
Ｒ系フォームなどが挙げられ、特にポリウレタンフォーム、ポリエチレンフォームが実用
的である。
【００２５】
本発明の水性エマルジョン型粘着剤を調製するには、例えば（Ａ）アクリル系共重合体エ
マルジョンに（Ｂ）ロジン系粘着付与樹脂を添加したのち、増粘剤を添加し、所定の粘度
とする。
本発明の水性エマルジョン型粘着剤を上記被着体に貼付するには、例えば離型紙に本発明
の粘着剤を塗工したのち、９５℃×３分程度の熱処理を行い、乾燥後、上記フォーム体に
転写する。
本発明の水性エマルジョン型粘着剤は、特にポリオレフィン系樹脂の粘着剤として有用で
あり、自動車用空調ダクトの継ぎ手、シール材、家電用品の断熱材、緩衝材などに用いら
れる。
【００２６】
【実施例】
以下、実施例を挙げ、本発明をさらに具体的に説明するが、以下の実施例に限定されるも
のではない。なお、実施例中、部および％は、特に断らない限り重量基準である。また、
実施例中における粘着性の性能評価は、次のようにして測定した。
【００２７】
粘着剤性能評価
（ａ）軟化点の測定
幅２５ｍｍ、長さ６０ｍｍの粘着加工試料の粘着剤面の２５ｍｍ×２５ｍｍの面積を、ポ
リプロピレン（ＰＰ）樹脂板に貼り付け、５ｋｇゴムローラーで圧着したのち、常態で２
４時間放置し、試験体とした。試験体の一端を止め、試験体が垂直に垂れ下がるようにし
た。その下端に５００ｇの重りを取り付け、４０℃で３０分間保持し、その後、３℃／５
分の割合で昇温し、試料が落下したときの温度を測定した。それ以外は、ＪＩＳ　Ｚ　０
２３７の接着保持力の測定に準じて測定した。
【００２８】
（ｂ）接着力の測定（９０度剥離法）
幅２５ｍｍ、長さ１８０ｍｍの粘着加工試料をＰＰ樹脂板に貼り付け、３ｋｇゴムローラ
ーで圧着し、常態で２０分間放置したのち測定した。それ以外は、ＪＩＳ　Ｚ　０２３７
の接着保持力の測定に準じて測定した。
【００２９】
（ｃ）曲面接着力の測定
幅２５ｍｍ、長さ１８０ｍｍの粘着加工試料を、８０ｍｍφのＰＰ樹脂円筒の曲面に貼り
付け、２ｋｇゴムローラーで圧着し、常態で２０分放置した。その後、さらに高温８０℃
で２４時間および高温・高湿７０℃で９５％ＲＨ中で２４時間放置後、末端部分の剥がれ
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状態を目視で観察し、下記基準で評価した。
○；粘着加工試料とＰＰ樹脂との貼り合わせ部分に浮きが認められない。
△；粘着加工試料とＰＰ樹脂との貼り合わせ部分に５ｍｍ以下の浮きが認められる。
×；粘着加工試料とＰＰ樹脂との貼り合わせ部分に５ｍｍを超える浮きが認められる。
【００３０】
実施例１～３、比較例１～１０
アクリル系共重合体エマルジョンの調製
反応容器に、脱イオン水４０部、乳化剤としてドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム１
．０部、重合開始剤として過硫酸アンモニウム１．０部を仕込み、窒素ガスに置換したの
ち、攪拌しながら７０℃に昇温した。
また、別容器中で、表１に示すモノマー組成１００部、脱イオン水５０部、表１に示す乳
化剤量を充分攪拌して、プレエマルジョンを調製した。
このプレエマルジョンの全量を、８０℃に保持した上記反応容器に４時間かけて連続的に
滴下し、攪拌下で乳化重合を行った。添加終了後、８０℃でさらに２時間攪拌を続け、乳
化重合を完結させた。次いで、冷却し、表１に示すアクリル系共重合体エマルジョンＡ～
Ｇを得た。なお、エマルジョンＥ、Ｆについては、凝集物が多く発生し、安定性が悪かっ
た。
【００３１】
粘着剤の調製と評価
表１に示すアクリル系共重合体エマルジョンＡ～Ｈを１００部（固形分換算）に対し、粘
着付与樹脂を表２～３に示す種類・添加量を配合し、ポリアクリル酸ソーダとアンモニア
で粘度を２０，０００ｍＰａ・ｓになるように攪拌調整し、実施例・比較例の水性エマル
ジョン型粘着剤を得た。
次いで、これらの水性エマルジョン型粘着剤を、乾燥後の塗工量が７０ｇ／ｍ2 になるよ
うに剥離紙上にアプリケーターを用いて塗工し、１００℃で５分間乾燥後、６ｍｍ厚のポ
リエステル系ウレタンフォーム発泡体に転写し、室温で２日間養生して、粘着加工試料を
得た。
得られた粘着加工試料の粘着剤性能評価結果を、表２～３に示す。
【００３２】
表１～２から明らかなように、本発明の範囲内のアクリル系共重合体エマルジョンＡ～Ｃ
を用いた実施例１～３は、良好な粘着性能を示している。
一方、表１および表３から明らかなように、共重合体エマルジョンは本発明の範囲ながら
、粘着付与樹脂が本発明の範囲外である比較例１～４、および本発明の範囲外のアクリル
系共重合体エマルジョンＤ～Ｈを用いた比較例５～１０は、目標とする粘着性能が得られ
ていないことが分かる。
【００３３】
　なお、表１中、略記号などは、次のとおりである。
　２ＥＨＡ；２－エチルヘキシルアクリレート
　ｎ－ＢＡ；ｎ－ブチルアクリレート
　ＭＭＡ；メチルメタクリレート
　ＡＮ；アクリロニトリル
　ＰＥＧＤＭＡ；ポリエチレングリコールジメタクリレート
　乳化剤；ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
【００３４】
また、表２～３中、略記号などは、次のとおりである。
Ｅ－６５０；荒川化学工業（株）製、スーパーエステルＥ－６５０（重合ロジン系、軟化
点＝１６０℃）（固形分５０％）
Ｅ－７１０；荒川化学工業（株）製、スーパーエステルＥ－７１０（重合ロジン系、軟化
点＝７５℃）（固形分５０％）
石油樹脂；東邦化学工業（株）製、ハイマックスＳＤ－９０（固形分６０％）
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ＳＢＲラテックス；日本合成ゴム（株）製、ＪＳＲ０５６１（固形分６９％）
【００３５】
【表１】

【００３６】
【表２】
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【００３７】
【表３】
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【００３８】
【発明の効果】
本発明の発泡体用水性エマルジョン型粘着剤は、発泡体基材に転写塗布した場合でも、高
軟化温度のロジン系粘着付与樹脂が配合されているため、ポリオレフィン系被着体に対し
、優れた接着性を有し、かつ高温、高湿雰囲気下での接着保持力に優れる。従って、本発
明の粘着剤は、有機溶剤型粘着剤の代替品として満足できる発泡体水性エマルジョン型粘
着剤である。また、有機溶剤を用いないことから、安全性に優れ、かつ大気汚染の問題を
生じることがない。
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